
◆岩手県は、従業員300人以下の企業が全体の大多数を占めて
いることから、県全体において女性活躍の取組を進めるためには、
中小企業において女性活躍推進法に基づく行動計画の策定する
ことが必要である。
◆様々な分野の女性の活躍を一層推進するために、個別の分野
ごとの取組や、企業・団体トップによる率先した取組が重要である。

地域の実情と課題

◆ いわて女性の活躍促進連携会議構成団体（20団体）
岩手県商工会議所連合会、岩手県中小企業団体中央会
岩手県商工会連合会、一般社団法人岩手経済同友会
一般社団法人岩手県経営者協会、岩手県中小企業家同友会
一般社団法人岩手県銀行協会、岩手県信用金庫協会
岩手県農業協同組合中央会、岩手県漁業協同組合連合会
一般社団法人岩手県農業会議、岩手県森林組合連合会
一般社団法人岩手県建設産業団体連合会、岩手県消防長会
認定NPO法人いわて子育てネット
特定非営利活動法人参画プランニング・いわて
岩手労働局、岩手県男女共同参画センター
ジョブカフェいわて
岩手県

連携団体

女性がそれぞれのライフステージ、ライフスタイルに応じて活用で
きるよう次の取組が必要
１ 女性が働きやすい職場環境づくり
２ 女性のキャリア形成や業種を越えたネットワークの構築

今後の課題

◆「いわて女性活躍推進員」による企業経営者等への「いわて女
性活躍企業等認定制度」やイクボス、働き方改革、子育て支援制
度の活用についての働きかけなど、企業・団体の女性が働きやす
い環境づくりを支援した結果、いわて女性活躍認定企業やイクボ
ス宣言企業が大幅に増加するなど、県内企業・団体における女性
活躍に対する機運が着実に高まってきている。

◆「岩手で輝く女性交流会」において、業種を越えた女性のネット
ワークの構築や活躍する女性の情報発信が強化された。

事業の効果

いわて女性の活躍支援強化事業【岩手県】

◆ えるぼし認定企業・いわて女性活躍認定企業等数
目標 40社 ⇒ 実績 64社

◆ 女性のエンパワーメント研修（ロールモデル提供事業）受講者数
目標 60名 ⇒ 実績 52名

◆ 経営者研修受講者数
目標 70名 ⇒ 実績 61名

目的・目標

◆いわて女性の活躍促進連携会議に５部会（防災・子育て支援・
女性の就業促進・農山漁村・建設業）の活動を通じて分野ごとの
女性活躍を支援
◆「女性」、「経営者」を対象としたセミナーを実施し意識啓発を図
るとともに、活躍する女性の業種を越えたネットワークづくりや情報
発信を目的とした女性交流会を実施
◆「いわて女性活躍推進員」による「いわて女性活躍企業等認定
度」やイクボスの普及により県内の企業・団体の女性活躍を促進

事業の特徴



事業の概要

１ いわて女性活躍企業等認定制度・イクボスなど女性活躍関連制度の普及

企業・団体・市町村等に対し、いわて女性活躍企業等認定制度、イクボスの普及拡大及び市町村推進計画の策定
などの相談、助言等及び女性活躍に係る地域の実情に応じた支援を実施

H29 H30 R1 合計

ステップ１ ２ 20 30 52

ステップ２ ７ 48 31 86

合計 ９ 68 61 138

いわて女性活躍企業等認定件数（令和２年３月31日現在）

【実企業数134社】

イクボス宣言実施状況（令和２年３月31日現在）

H28 H29 H30 R1 合計

企業・団体 34 ６ 40 46 126

市町村 ２ ２ ３ 7

国 10 10



事業の概要

１ いわて女性活躍企業等認定制度・イクボスなど女性活躍関連制度の普及



２ 女性活躍のための経営者研修

女性の活躍を推進するためには、経営者や管理職がワーク・ライフ・バランスや女性登用について理解し、事業
所のトップが率先して取り組むことが重要となることから、経営者や管理職の理解を深めることを目的とした研修を
実施する。

事業の概要

１ 女性活躍に向けた経営者や管理職の理解促進を目的としたセミナー
・講師 薗田 直子（社会保険労務士、女性活躍推進アドバイザー）
・講演内容 「選ばれる、伸びる会社を目指す！」

女性が入社したい会社、働き続けたい会社
・日時及び場所
《盛岡会場》10月24日（木）マリオス18階会議室 参加者16名
《二戸会場》10月25日（金）なにゃーと 参加者12名
《一関会場》11月26日（火）岩手日報社一関支社会議室 参加者４名
《釜石会場》11月27日（水）釜石情報交流センター 参加者６名

２ いわて女性活躍認定企業等のステップアップを目的としたセミナー
・講師 菊地 和志（レゾナントコンサルティング㈱代表取締役、中小企業診断士、

キャリアコンサルタント）
・講演内容 経営戦略としての女性活躍推進

～えるぼし認定取得のポイント～
・日時 11月25日（月）
・場所 岩手県民会館第２会議室
・参加者 23名



事業の概要

３ ワーク・ライフ・バランスの推進（出前講座）

企業や団体が主催する女性の活躍促進に関する研修会等へ講師を派遣することにより、女性自身の能力開発及
び周囲の理解協力を推進する。

日 企業・団体名 人数 内容・テーマ

9/24 一関市役所（東山会場） 60名 ＳＤＧｓ基礎研修

9/24 一関市役所（一関会場） 100名 ＳＤＧｓ基礎研修

11/15 社会福祉法人胆沢やまゆり会 44名 アンガーマネジメント

11/27 モルデック株式会社 15名 メンタルヘルス

12/3 株式会社東北工商 8名 ＳＤＧｓ基本研修

1/18 第一開明株式会社 65名 ＳＤＧｓ基本研修

1/18 第一開明株式会社 65名 ＳＤＧｓ実践研修

2/15 株式会社板宮建設 22名 アンガーマネジメント

2/17 社団医療法人新和会 26名 アンガーマネジメント

2/21 株式会社白ゆり 10名 チームビルディング

2/25 有限会社クール・コーポレーション 20名 ＳＤＧｓ基本研修

2/26 Ｗｏｍａｎ Ｇａｒｄｅｎ 12名 ＳＤＧｓ基本研修

2/29 ニッコー・ファインメック株式会社 35名 アンガーマネジメント

3/13 丸奥自動車工業株式会社 8名 アンガーマネジメント

3/26 株式会社白ゆり 10名 チームビルディング（フォローアップ）



事業の概要

４ 女性活躍推進に係る相談支援事業

女性活躍推進法第18条第２項に規定する「相談対応、
関係機関の紹介その他の情報提供、助言等」を実施する
ため、相談窓口を岩手県男女共同参画センターに設置

相談内容：労働環境、解雇、転職、就職 職場のパワハラ、
在宅ワーク、就職活動の仕方、再就職、仕事と介護の両立、
職場の人間関係、パワハラ、休職中の不安など

相談件数：116件（令和２年２月末現在）



事業の概要

５ 女性人材及び女性リーダーの育成 ○いわて女性の活躍促進連携会議

連携会議を開催し、構成団体の連携した事業実施や情報共有を行うことによって、「女性が活躍できるいわて」の実
現を目指す。

◆連携会議の開催
第１回
日時：令和元年11月15日（金）10:30 ～ 12:00
場所：大通会館リリオ ３階 イベントホール
内容：(1) 協議「女性活躍支援の取組について」

ア 令和元年度の取組について
イ 岩手で輝く女性大交流会の開催について
ウ ５部会の取組について

(2) 報告「女性活躍関連制度の普及について」
(3) 意見交換
ア 構成団体等における女性の活躍支援の取組について

第２回
令和２年３月19日開催予定→書面開催に変更
（会議資料を送付し、事業計画（案）の了承の可否、質問意見等を書面で徴収）

内容：(1) 報告
ア 女性活躍支援の取組について

(ｱ) 令和元年度の取組実績について
(ｲ) ５部会の取組実績について

イ 国・県の女性活躍関連制度について
(ｱ) えるぼし認定・くるみん認定制度について
(ｲ) いわて女性活躍企業等認定制度・イクボスの普及について
(ｳ) いわて子育てにやさしい企業等認証制度について
(ｴ) いわて働き方改革推進運動について

(2) 協議
令和２年度事業計画（案）について

(3) その他
構成団体等における女性活躍支援の取組について



事業の概要

５ 女性人材及び女性リーダーの育成 ○いわて女性の活躍促進連携会議５部会

連携会議に５つの部会を設置し、本県の現状を踏まえて個別の分野ごとの取組を推進する。 
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事業の概要

５ 女性人材及び女性リーダーの育成 ○いわて女性の活躍促進連携会議５部会

連携会議に５つの部会を設置し、本県の現状を踏まえて個別の分野ごとの取組を推進する。



事業の概要

５ 女性人材及び女性リーダーの育成 ○いわて女性の活躍促進連携会議５部会

連携会議に５つの部会を設置し、本県の現状を踏まえて個別の分野ごとの取組を推進する。



事業の概要

５ 女性人材及び女性リーダーの育成 ○岩手で輝く女性大交流会

活躍する女性の取組発表や意見交換などによる交流を通じて、業種を越えたネットワークづくりや活動の情報発
信を目的として開催。

日時 12月16日（月）10：00～15：30

場所 アイーナ 804会議室

参加者 132名

〔基調講演〕

テーマ

地域の元気は女性から

選択と挑戦の先に見える新たな景色

講師 東北経済産業局地域経済部地域経済課長

遠藤 憲子 氏

＜内容＞

・人生の中で選択を迫られる場面は何度もある。どの道を選んでも失敗
ではないが、選んだ道で成功しようと努力することが大事である。自己研
鑽を継続する。
・自分に足りないものに気づくこと、ゴールをイメージすること、目標達成
までのスモールゴールを設定することで具体的な対応が可能になる。仲
間がいると、心の支えになる。
・いくつになってからでも勉強を始めるのは遅くない。働きながら大学院に
通い、職場で感じていたマネジメントに関する疑問が解決した。疑問が生
まれた時が、勉強の始め時かもしれない。

＜参加者からの意見＞

・様々な業種、環境の中で、女性が抱える問題は一緒だなと感じた。女性同

士が支え合い共感することで、１人ではないと自信を持つ空間となった。

〔グループ交流会〕

少人数のグループに分かれ、一定時間が経過したらグループのメンバ

ーを替えながら、基調講演や５部会の発表を聴いて得られた気づきや、こ

れから目指したい未来についての対話を行い、最後にグループごとの意見

をまとめ、全体で共有した。

グループ交流会

講師を囲んでの全体写真

〔いわて女性の活躍促進連携会議５部会の発表〕

防災部会、子育て支援部会、女性の就業促進部会、農山漁村で輝く女性

部会、けんせつ小町部会による各部会の取組内容の紹介。

基調講演の様子



将来において目指したいと思うモデルとなる女性を学生や若手社員等に示し、今後のキャリア形成に生かすとと
もに、女性自身がキャリアアップするために必要なスキルを学ぶことにより、女性が活躍できる社会の形成に寄与
することを目的に実施

６ 女性のキャリア形成の支援

事業の概要

・講師 羽山 暁子（株式会社Pallet代表取締役社長）

・日時及び場所
《盛岡会場》 ９月20日（金） マリオス18階会議室 参加者37名
ロールモデル登壇者
黒沼 愛子（㈱白ゆり教育事業部課長）
菅原 瞳（ＮＰＯ盛岡ユースセンター）
上平 幸子（㈱北日本銀行営業統括部コンタクトセンター長）

《一関会場》 10月10日（木） 岩手日報社一関支社会議室 参加者15名
ロールモデル登壇者
松田 利奈子（㈱クリエイト常務取締役）
千葉 彩子 （㈱京屋染物店）
吉田 香奈 （㈱岩手銀行山目支店長）



事業の概要

７ 女性の発想や視点を生かした起業事例の情報発信

県内で起業した女性、ＮＰＯを設立した女性、経営に携わる女性など10名の活動などを掲載したＰＲ冊子
を発行 〔令和２年１月発行 4,000部作成〕



女性が活躍しやすい環境づくりをすすめるため、後継者世代を対象とした経営管理やライフプランセミナー等の開
催により、事業継承に向けた後継者の経営参画に向けた意識改革を誘導。

１ 後継者世代を対象とした経営計画等に関するセミナー等の開催
(1) 働きやすい環境づくりを進めるため、実践者から３Ｓについて学ぶ
県域セミナーを開催（2/17：26名参加）

(2) 県内各地域の若手女性農業者等を対象に、ワーク・ライフバランス
の見直しのためのワークショップや、先進事例調査、男女の役割分担
に関するセミナー等を開催
・セミナー ：５地域 10回開催 延べ約180名参加

・視察研修 ：４地域 ６回開催 延べ約80名参加

２ 女性リーダー育成のためのフォーラムの開催（女性交流会と合同開催）
後継者世代がスムーズに経営参画できるよう、事業承継に係る講演会を開催

◇ 日時 10月31日（木）10:00～15:15

◇ 演題 ｢みんなで世代交代の話をしよう

～今こそ事業承継を～｣

◇ 講師 事業承継士 伊東 悠太郎氏

◇ 参加者 農林漁業に携わる女性等約240名

視察研修

県域セミナーでのグループワーク

事業承継についての講演

事業の概要

８ 農山漁村社会の意識改革



産業の枠を越えた交流・連携を進め、アイディアやノウハウを共有するため、商工分野の女性経営者等との現地
調査・意見交換会や、農林漁業に携わる女性の交流会を開催し、積極的に経営に参画する若手女性農林漁業者を
育成。

１ いわて女性の活躍促進連絡会議「農山漁村で輝く女性部会」の開催や、「女性の就業促進部会」と合同で現地
調査を実施し、農林水産分野での女性が活躍するための課題認識や今後の取組方向等の意見交換を実施

開催日 場 所 内 容

第1回 6月5日 盛岡市 ｴｽﾎﾟﾜｰﾙいわて 現地調査内容等の検討

第2回 8月21日
花巻市・一関市
（現地調査）

①(株)サトウ精機（H31いわて女性活躍認定企業等認定制度」認定企業（商
工部門））における女性が働きやすい環境づくりについての意見交換を実
施

②(有)かさい農産（H30農山漁村女性活躍表彰農林水産大臣賞受賞）にお
ける女性役員の登用や従業員の就労条件等の設定に係る考え方、農
場で働く若い世代、女性役員との意見交換を実施

第3回 9月17日 八幡平市 ﾚｽﾄﾗﾝ ﾌｧﾋﾞｵ
第２回の現地調査を踏まえ、女性が働きやすい環境づくりに必要な施策等
について意見交換

(株)サトウ精機社長等との意見交換
(有)かさい農産での意見交換

事業の概要

９ 産業の枠を超えた交流機会の創出



産業の枠を越えた交流・連携を進め、アイディアやノウハウを共有するため、商工分野の女性経営者等との現地
調査・意見交換会や、農林漁業に携わる女性の交流会（各分野の女子会を含む）を開催し、積極的に経営に参画す
る若手女性農林漁業者を育成。

２ 農林漁業に携わる女性の交流会の開催
農林漁業に携わる女性のネットワークづくりや女性農林漁業者の経営参画の促進を図るため、交流会を開催

◇ 開催日・場所 令和元年10月31日 盛岡グランドホテル（盛岡市）
◇ 出席者数 約240名
◇ 開催内容 ① 女性グループの活動報告会（高校生の活動を含む23グループが発表）

② ふろしき市（各グループの商品販売や作品等を展示）の開催
③ 農林水産業の円滑な事業承継に向けた講演会の開催（再掲）
④ 事業承継の現状の問題点や必要な取組についてグループ内で意見交換・全体発表

多くの女性農林漁業者の皆様が参加

副知事から激励

グループ活動発表

ふろしき市を通じた参加者交流

皆さんの
活躍期待
してます！

畜産や水産などの
各分野での女子会も開催

事業の概要

９ 産業の枠を超えた交流機会の創出



農作業安全の知識や農業機械の操作技術の向上を図るため、女性農業者を対象とした農業機械操作研修会の
開催や全国農業機械実習展示会での普及啓発。

女性向け機械操作研修会を９回（講義と実習）開催し、81名が受講
No 期日・場所 内容 参加者数

1
R1. 7. 5

一関市

講義：農機具を安全に使用するための注意点
機械のメンテナンス

実習：トラクター、管理機、刈払機
15名

2
R1.8.1

大槌町

講義：農機具を安全に使用するための注意点
スマート農業の現状

実習：トラクター、刈払機
14名

3
R1.8.26

金ケ崎町

講義：農機具を安全に使用するための注意点

実習：トラクター（メンテナンス・操作）
10名

4
R1.9.5

久慈市

講義：農機具を安全に使用するための注意点

実習：トラクター、管理機、刈払機
5名

5
R1.9.19

滝沢市

講義：農機具を安全に使用するための注意点

実習：トラクター、管理機、刈払機（メンテナンス・操作）
8名

6
R1. 9.20

八幡平市

講義：農業機械を安全に使用するための注意点

実習：トラクター、管理機、刈払機（メンテナンス・操作）
12名

7
R1.10.7

軽米町

講義：農業機械を安全に使用するための注意点

実習：トラクター、刈払機
5名

8
R1.11.21

陸前高田市

講義：農業機械のメンテナンスについて

実習：トラクター、管理機、刈払機（メンテナンス）
2名

9
R1.10.24

金ケ崎町

【県域】
講義：農作業に必要な法制度について
実習：トラクター操作、トラクターによる牽引の２コースの実習

10名

◇ 岩手県全国農業機械実演展示会での女性が扱いやすい農業機械の実演や展示を行い、農業
に携わる女性が機械に気軽に触れることができる場を提供
（8月23日～24日：滝沢市アピオ 約150名が参加）

事業の概要

10 女性向け農業機械操作研修


